
組織づ く り

取組の実際（以下の取組が効果的だった‼）

■組織づくりの取組における課題（●）、及び次年度の方向性（◇）
● マンツーマン方式での支援は、生徒の意欲の向上は見られたが、成績向上
への成果に十分つながったとは言えず、今後、調査・分析する必要がある。
◇ 自学ノートを活用した家庭学習、補充学習等が連動した取組の展開を検討
する。補充学習においては、実施時期や期間、方法の見直しを行う。

■ これまでの取組における課題

【課題解決に向けた取組テーマ】
～検証改善サイクルに基づく授業改善と学力基盤づくり～

≪取組１≫検証改善サイクルの確立

◇ 学力向上プランの計画的な実践のた
めに、校内研修を主にＰ、C段階に位置
付けた。特に、Ｃ段階における取組の振り
返りを確実に行った。

（取組１の成果）
○ 授業改善に向けた成果と課題が明確
になり、改善の方向性が具体化された。

【全教員で確認した
指導のポイント】

≪取組３≫全教員による学力四分位層Ｃ、Ｄ層への支援

◇ 学力層に合わせた学習支援を行うために、数学に
絞って定期考査前に習熟度別補充学習を実施した。
◇ 定期考査前の期間を中心にマンツーマン方式で
自学ノートを活用した家庭学習の支援を行った。

（取組３の成果）
○ 全教員で教育相談を行いながら、抽出したC、D
層の支援に取り組むことができた。

■授業づくりの取組における課題（●）、及び次年度の方向性（◇）
● 授業のグランドデザインは全教員に定着していることから、学習過程１つ１つの活動の質の向上を
目指した実践の積み重ねと教員同士の交流の機会を増やしていく必要がある。
◇ 「書く活動」と関連付けた思考活動をさらに充実させるために、「学習でどのような生徒の姿を目指
すのか」や「どのような学習活動や手立てが有効なのか」を、より具体的に考えられる研修を設定する。

授業づ く り

指導の実際（以下の取組が効果的だった‼）

■ これまでの取組における課題

【課題解決に向けた取組テーマ】
～「授業のグランドデザイン」を軸として進める授業実践の日常化～

【授業のグランドデザインの一部】

≪取組１≫全教科で統一した１単位時間の学習過程
「授業のグランドデザイン」の作成

◇ 日常的な授業改善を進めるために、「めあて-見通し-
思考活動-まとめ-振り返り」を位置付けた１単位時間の５つ
の学習過程と、各過程の留意点を示した「授業のグランド
デザイン」を作成し、校内研修を通して共通理解を図り、
共通実践につなげた。

（取組１の成果）
○ 授業研修において、授業づくりについて教科の枠を越え
て協議を行う姿が見られるようになった。各教科で授業の
グランドデザインを意識した実践が見られるようになった。

【生徒の参加・集中度を記録した
授業参観シートの一部】

【思考活動の内容】

≪取組３≫異教科グループでの授業研修
◇ 教科の枠を越えた授業交流を行うために、研究推進委員
会の教員を中心に据え、経験年数等を考慮した異教科グル
ープを編成した。また、授業研修では、生徒の参加・集中度
の変化から教師の指導・支援の効果を協議するために、
授業参観シートと授業チェックリストを活用し、レーダーチャ
ートの変容による授業（一人年間２実践）の見取りを行った。

（取組３の成果）
○ 授業実践の交流が日常化しつつある。生徒の姿を中心と
した協議を行うことができ、他教科での手立ての工夫を自分
の教科の授業づくりのヒントとして生かすことができた。
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◇ 自分の授業を見直し、 改善につなげる
ために５つの学習過程に沿って分析でき
るシートを作成し、定期考査までの期間を
１サイクルとして、 授業を振り返る取組を
行った。定期考査後に授業評価アンケー
トを実施し、分析結果を改善につなげた。

（取組２の成果）
○ 教員個々が自分の変容を実感すると
ともに、シートを職員室内に掲示したこ
とで、授業づくりの成果と課題、効果の
あった取組を共有することができた。

≪取組２≫思考活動の充実
◇ 問題解決に向けて生徒の気づきを促すために、生徒が
思考、表現することができるように思考方法、手立て、発問
等をセットにした活動を展開段階に位置付けた。

（取組２の成果）
○ 各教科において、生徒主体の学習活動を意識した授業
づくりを心掛けるようになった。

【授業づくりに関する検証改善ロードマップ】

【授業評価アンケート分析シート】

○ 学力向上プランに基づく検証改善サイクルを意識した取組がなされていない。
○ 学力四分位層Ｃ、Ｄ層への支援が個々の教員による工夫のみになっている。

○ 学習過程における指導の工夫が教科の担当者任せになっており、共通実践できる手立てがない。
○ 授業づくりについて、教科の枠を越えた協議ができず、交流する場での議論の深まりがない。

≪取組２≫授業評価アンケート分析シートの作成


